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 課題図書を読む 

 地域包括ケア関連の最新の動向（知識・技術・関連法・社会情勢等）を調べる 

 ｢実践内容記入シート｣の記入 

 ｢実践計画記入シート｣の記入 

 ｢個人評価チェックシート｣の記入 

 

 

                                   

 

＜目標＞ 
○ 保健福祉活動推進のために、必要な知識や技術を習得する 
○ 課題テーマとする健康課題を構造的に捉え直すことができる 
○ 保健福祉活動実践を進めるための計画を作成し、活動の見通しをたてる 
○ 中堅期保健師、地域包括ケア等担当する保健師に求められる力量が自覚できる 

          9 月 6日(木)  10:00-16:10 【前期プログラム 1日目】   

9 月 7日(金)  10:00-15:30 【前期プログラム 2日目】  

 

 

 

 

 

＜目標＞ 

○ 健康課題を構造的に捉え直す 

 担当する地域の健康に関するデータ等の整理・課題分析  

 法的施策的情報整理 

 これまでの取り組み・関連事業の総括 

 

 

 

 

 

 

                                             

＜目標＞ 
○ 自己の実践経過をまとめ、今後の活動計画とその実践について見通しをたてる 

        10 月 12 日(金) 10:00-15:25       場所：和歌山県看護協会 

 

 

 

 

 

＜目標＞ 

○家庭訪問や面談を実践し、課題テーマの健康課題を構造的に捉え直す 

 当事者聞き取り訪問と事例検討 

 関係する機関、者への聞き取り訪問 

○組織的活動計画・実践(関係職種と連携した保健師活動の実践) 

 

 

 

 

 

 

① 事前課題  
 

② 前期プログラム ９月６日(木)、７日(金） 

③ 実践の場(9 月～10 月) 

⑤ 実践の場(10 月～11 月) 

④ 中期プログラムⅠ 10 月 12 日(金) 

課題提出：9月〆切 

課題提出：10 月〆切 

平成３０年度和歌山県保健師研修 
（中堅期コンサルテーション研修・地域包括ケアマネジメント研修） 

受講者用プログラム 
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＜目標＞ 
○ 自己の実践経過をまとめ、今後の活動計画とその実践について見通しをたてる 

     11 月 30 日(金) 9:30-16:00   場所：和歌山県看護協会 

 

 

 

 

 

＜目標＞ 

○ 軌道修正した活動計画に基づき保健活動を継続実践する 

○ 評価の方向性と評価に必要なデータ収集について見通しを立てる 

 

 

 

                                                                                        

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                          

＜目標＞ 
○自己の実践を振り返り保健師としての力量形成につながった要件を明確にする 
○実践経過を総括・評価しその成果と新たな政策課題を提案することができる能力を強化する 

      1 月 11 日(金) 10:00-15:25【後期プログラム 1日目】   場所：和歌山県看護協会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   2 月 12 日(火) 13:00-15:30 【後期プログラム 2日目】 場所：和歌山県看護協会 

 

 

 

 

 

                                                 

⑥ 中期プログラムⅡ 11 月 30 日(金)   場所：和歌山県看護協会 

⑧ 後期プログラムⅠ 1月 11 日(金)､2 月 12 日（火） 

最終課題の提出 3月 1日(金)提出〆切 

 

⑦ 実践の場(11 月～12 月) 

課題提出：12 月〆切 

修了証の発行 

⑨ 実践の場(12 月～1月)：自組織でのプレゼンテーション) 


